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* 名
な

前
まえ

は変
か

えています

子
こ

供
ども

と 青
せい

少
しょう

年
ねん

新
あたら

しい友
と も

達
だ ち

去
き ょ

年
ねん

，ぼくは「子
こ

供
ども

と青
せい

少
しょう

年
ねん

」プログラムで，新
あたら

し
い友

とも

達
だち

を作
つく

るという目
もく

標
ひょう

を立
た

てました。それ
は大

たい

変
へん

でした。同
おな

じ学
がく

年
ねん

のみんなのことは幼
よう

稚
ち

園
えん

の
ときからもう知

し

っていたからです。でも，5 年
ねん

生
せい

の
今
こ

年
とし

，「ピア・バディー」というプログラムに参
さん

加
か

しま
した。ピア・バディーでは，5 年

ねん

生
せい

が，学
がく

習
しゅう

障
しょう

害
がい

やおくれのある年
とし

下
した

の子
こ

と
一
いっ

緒
しょ

に活
かつ

動
どう

します。
ピア・バディーの最

さい

初
しょ

の日
ひ

，ぼくはカーター* という小
ちい

さな子
こ

とペアにな
りました。カーターはあまり話

はなし

をしませんでしたが，すぐにスクーターで遊
あそ

びたがりました。ぼくが乗
の

ると，カーターは追
お

いかけてきました。ぼくはス
クーターでにげ，それから毎

まい

回
かい

，カーターにつかまるようにしました。帰
かえ

る
時
じ

間
かん

が来
き

たとき，ぼくの願
ねが

いは，体
たい

育
いく

館
かん

にもどってカーターと遊
あそ

びたいとう
ことだけでした。

次
つぎ

のピア・バディーの時
じ

間
かん

が来
き

たとき，ぼくは体
たい

育
いく

館
かん

に歩
ある

いて行
い

きました。
カーターはぼくを見

み

ると，飛
と

びはね始
はじ

めました。それはぼくにとってとても
大
たい

切
せつ

な瞬
しゅん

間
かん

でした。ぼくはカーターの友
とも

達
だち

で，それと同
おな

じくらい，カーター
もぼくの友

とも

達
だち

なのです。
ベニヤミン王

おう

はモルモン書
しょ

の中
なか

で，わたしたちは人
ひと

のために奉
ほう

仕
し

すると
き，救

すく

い主
ぬし

に仕
つか

えているのだと言
い

っています。モーサヤ書
しょ

第
だい

2 章
しょう

17 節
せつ

に
はこう書

か

いてあります。「そして見
み

よ，わたしがこれらのことを語
かた

るのは，あ
なたがたに知

ち

恵
え

をえさせるためである。すなわち，あなたがたが同
はら

胞
から

のた
めにつとめるのは，とりもなおさず，あなたがたの神

かみ

のためにつとめるので
あるということをさとらせるためである。」

カーターに奉
ほう

仕
し

しているとき，ほんとうに幸
しあわ

せな気
き

持
も

ちがします。でも，
カーターに奉

ほう

仕
し

するたびにイエス様
さま

に仕
つか

えていると思
おも

うと，さらに良
よ

い気
き

持
も

ち
になります。「子

こ

供
ども

と青
せい

少
しょう

年
ねん

」プログラムに感
かん

謝
しゃ

します。このプログラムは，
ぼくたちが目

もく

標
ひょう

を立
た

てて取
と

り組
く

めるように助
たす

けてくれます。そして，新
あたら

しい友
とも

達
だち

を見
み

つけるなど，それらの目
もく

標
ひょう

を行
おこな

うことで祝
しゅく

福
ふく

を受
う

けられるのです！ ●

サム・R，11 才
さい

（アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

，イリノイ州
しゅう

）

「子
こ

供
ども

と青
せい

少
しょう

年
ねん

」のために，あなたはどんな目
もく

標
ひょう

を立
た

てましたか。�
お便

たよ

りで教
おし

えてください！ 送
おく

り方
かた

は裏
うら

表
びょう

紙
し

を見
み

てください。
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